



































































りやすい授業を展開する上では，ICT （Information and Communication Technology）の活用は極めて
有効である。本稿の目的は，美術科教育における ICT の活用に関して，実例を示すことによって，






　 改 修 工 事 の 後， 学 校 と し て タ ブ レ ッ ト 端 末
（iPad 2 ）が 1 クラス分導入され，校内の各所に無
線 LAN のアクセスポイントが設置された。本校美































































































































用 し て い る ソ フ ト を 2 つ 紹 介 す る。 1 つ 目 は

















































































































































































































































































































































での研究，期間 1 年， 1 課題，申請額100万円以下
である。詳しくは Web を参照されたい。
5 ．おわりに
　学校にパソコンが導入された当時，パソコン教室
ではシャープペンシルや消しゴムの使用が禁止され
ていた。理由は消しカスなどが精密機器へ悪影響を
及ぼすことのないようにとの配慮である。当時はパ
ソコンを使うことにこそ重点が置かれていたように
も思う。現在では，タブレット端末の登場によって
普通教室で文房具のように使う動きが出ている。そ
の結果，パソコン教室は不要になり，廃止する傾向
すらある。つまり，定規やコンパスのごとく必要に
応じて使用するということである。必要に応じてと
は，パソコンの使用によって効率よく学習できると
か，パソコンでなければ為し得ないという活用を指
している。
　ICT の活用は目的ではなく手段である。当然，
実物を直接見せることも重要であるし，故障や不具
合の想定もしておかなければならない。また，タブ
レット端末に関しては，ネットワークに繋がない利
用は考えられず，端末の整備とともにネットワーク
の構築が重要である。現在のところ Windows のタ
ブレットもしくは iPad が多く使われているが，ど
ちらも，その機能や汎用性など一長一短である。今
後は，いずれのプラットホームでも使用できるソフ
ト開発に期待したい。
註
1 ）取り込んで見せる資料については著作権の問題
もあるので注意が必要である。ここでの副読本は
